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The purpose of this article is to investigate what problems merchants confronted 
through trading machinery in Meiji era. Especially, I focused on labor-management 
relations in machine-dealers  and  importance of technical knowledge in trading 
machinery. 
Some researcher indicated many degreed engineers worked for trading firms. But, in 
fact, almost all of the “merchant-engineers” worked for big concerns. So, It is still vague 
how Japanese traded those alien things generally. In fact, in early Meiji period, trading 
for machinery didn’t require some technical knowledge because foreign engineers who 
operated trading houses in Yokohama offered advice about technological issues.   
But, after Japanese-Russo War (1904-05), machine-dealers became to need technical 
knowledge of their clerks and themselves, because their customers who had have some 
machinery already, demanded more convincing statements. 
Knowledge embodied human-being.  So, clerks could transfer  opportunistically. 
Merchants responded this employment-related issue aggressively. They organized an 




































































































2  初期の機械取引 





































                                                   
2  「東京蒸汽機械西洋船具商組合設立願」（東京都立公文書館所蔵）。 
3 東京都中央区役所編『中央区史（中）』東京等中央区役所、1958 年  408-409 ページ。 
4 『中央区史』413-414 ページ。 
5 内国通運株式会社編『内国通運株式会社発達史』内国通運株式会社、1918 年  70 ページ。 
















































                                                   
7明治 14 年 8 月 1 日現在のデータについては、「府下船舶調査」『東京市史稿』市街篇




じて公称馬力 50 未満の汽船のみを小形蒸汽船として抽出した。 
8 「東京湾内汽船安全会社設立趣旨書及規則」『東京市史稿』市街篇第 65 巻。 
9 東京製綱株式会社 100 年史編纂委員会編『東京製綱 100 年史』東京製綱株式会社、1989 年  48
ページ。 



















































                                                   
11 「東京蒸汽機械西洋船具商組合設立願」。 
12  「信州山中一農家の子息百萬圓の船具商となる」 
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。（略）、で、
ウイツチのところへ相談に行く。分らない所は聞きに行く




                                                   
14「鐵工界六十年の回顧」『日刊工業新聞』1934 年 6 月 6 日付。 
15 『機械商秘史』12-19 ページ。なお、これらの外国商館の経営は必ずしも安定的なものではな
く、Eagle Foundry は英国系総合商社 Lane, Crawford & Co.の商会員であった Alan Owston が独立
開業して機械金物類の取引に参入すると廃業に追い込まれている。（『機械商秘史』 59-60 ペ
ージ） 













































                                                   









21  『横浜成功名誉鑑（覆刻版）』。 





















   





















                                                   
23  同上  19 ページ。 
24  南（1976）  付表１、日本経営史研究所（2002）  表 2-7。全製造業で見た場合、1909 年時
点で従業員規模 30～49 名の工場では 63.7％、50～99 名の工場では 78．0％、100～499 名の工
場では 87.1％、500～999 名の工場では 95.1％、1000～名の工場では 100％の動力化を達成し
ていた。 
25  奥田秀次「回顧録」『商と工』第 5 巻第 4 号、「鐵工界六十年の回顧（七）」『日刊工業新
































かれる時間は、予科では 24 時間中 10 時間、本科 1 年次では 24 時間中 6 時間、2 年次では 24








本商店の後藤嶋蔵（1917 年卒）、島田八十八（1923 年卒）、臼井勝彦（1924 年卒）、ウロコ商会の
後藤太郎（1927年卒）などのように、明治 30年代以降の時期に、機械商に勤務しつつ夜間に通学
して勉学を積んだ人々が出現していたことを確認することができる





                                                   
26  『機械商秘史』  102-103 ページ。 
27  「鐵工界六十年の回顧（十五）」『日刊工業新聞』（1934 年 6 月 13 日付）。 
28  東京商業学校編『東京商業学校五十年史』東京商業学校、1939 年  17-18 ページ。 















































                                                   
30守谷正毅『創業満五十年を顧みて』非売品、1953 年  11 ページ。「工業とか経済の夜学」と
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表１：1884・5年前後東京の主な「機械屋」 
名前  屋号  住所  取扱商品 
児島喜三郎  児島屋  京橋区尾張町二丁目一五番地  諸機械及船具金物 
水崎鐵五郎  山田屋  京橋区炭町二番地  諸機械船具銅鉄類 
渡辺与助  伊勢屋  京橋区本材木町三丁目三十一  古銅鉄商諸機械類 
服部平次郎  三河屋  神田区鍋町十九番地  蒸気機械船具鉄類 
尾崎長三郎  尾崎屋     
田島為助  美濃屋  京橋区銀座二丁目十番地  諸機械及船具鉄物 
桑原禎次郎  近田商店  京橋区南佐枝木町七番地  蒸気機械西洋船具 
小野寺敬治  藍谷商店  京橋区銀座三丁目十番地  蒸気機械西洋船具 
中北庄吉  山田屋  京橋区尾張町新地五番地  諸機械及建築金物 
中北米吉  山田金庫店  京橋区銀座三丁目三番地  金庫製造販売蒸気機械 
及西洋船具商 
三村榮蔵    神田区鍛治町十一番地  銅鉄物商 
大塚良城  大塚商店  神田区鍛治町二丁目四番地  猟銃附属品類 
森竹五郎  森竹商店  京橋区尾張町二丁目十九番地  機械銅鉄物商 
吉田勘助  近江屋  京橋区三十間堀二丁目九番地  銅洋鉄問屋 
  川崎船具店  京橋区三十間堀   
  濱崎商店  京橋区新肴町   
沖牙太郎  沖金物商店  京橋区新肴町十九番地  電機及諸機械製造 
飯田喜舞  尾張屋  日本橋区本石町四丁目一番地  蒸気機械西洋船具 
笛木重助  横田屋  京橋区東湊町一丁目二番地  和洋船具蒸気機械商 
兼艀其他船汽船回航業 
大高政兵衛  麻屋  京橋区東湊町一丁目  蒸気機械船具各種製鋼販売 
大村五左衛門  大野屋  京橋区東湊町一丁目十番地  麻苧船具問屋 












表 3：3 商社の営業業種欄表記の変遷（1875～1890） 
店名  1875 年  1880 年  1885 年  1890 年 
T.Rose & Co. 
（107→113） 






Iron Merchants, General 







Annand & Co. 
（55→44） 
―  Iron Merchants 
and Importers 
Iron Merchants and 
Importers 
― 







Yokohama Iron Works.  Yokohama 
Engines & Iron 
Works, Limited. 
（出所）The Japan Gazette HongList & Directory, Japan Gazette, Yokohoma.による。なお、同資料
は 1879 年以降は The Japan Directory に改称している。 
表2：機械輸入高に占める横浜港のシェア（金額ベース） 
  1884  1885  1886  1887  1888  1889  1890  1891  1892  1893  1894  1895  1896  1897 
汽車  100%  100%  60%  83%  91%  78%  36%  46%  75%  48%  62%  59%  54%  72% 
写字機  11%  46%  76%  94%  86%  92%  93%  94%  86%  92%  96%  94%  94%  88% 
発電機  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  34%  77%  64%  72% 
鉱山機  0%  2%  77%  83%  93%  65%  49%  51%  61%  26%  41%  40%  26%  37% 
製紙機  85%  80%  84%  68%  88%  98%  63%  18%  63%  88%  58%  56%  75%  51% 
印刷機  99%  91%  97%  95%  84%  79%  75%  98%  50%  49%  52%  97%  53%  79% 
鋸木機  66%  68%    100%  100%  87%  84%  49%  37%  70%  87%  56%  71%  71% 
縫衣機  34%  60%  45%  46%  31%  50%  75%  77%  41%  34%  37%  30%  31%  31% 
紡績機  37%  0%  4%  44%  31%  34%  21%  17%  13%  8%  13%  12%  19%  19% 
電信機  27%  82%  12%  82%  96%  96%  85%  84%  80%  66%  16%  84%  87%  42% 
鋳字機  ―  100%  0%  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ― 
織布機  97%  46%    84%  31%  76%  73%  30%  28%  90%  40%  21%  68%  77% 
其他諸機械  68%  51%  61%  78%  51%  56%  51%  47%  51%  37%  45%  27%  48%  39% 
喞筒器  38%  36%  49%  27%  47%  32%  52%  53%  17%  57%  67%  46%  53%  23% 
汽鑵汽機  64%  33%  68%  56%  51%  74%  53%  53%  70%  30%  59%  55%  24%  43% 
全体  74%  44%  57%  65%  51%  59%  42%  41%  46%  24%  35%  35%  39%  44% 
全体②（注２）  71%  58%  62%  68%  63%  67%  48%  48%  56%  43%  55%  48%  49%  54% 
(出所)『大日本外国貿易年表』各年版より 
(注１)附属品類、部分品を含む。 
(注2)紡績機・織布機を除外した横浜港のシェア。 